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相談援助の基盤と専門職

問題 91　社会福祉士及び介護福祉士法における社会福祉士と，精神保健福祉士法に

おける精神保健福祉士に関する次の記述のうち，これらの法律に明記されている共

通する責務として，正しいものを 1 つ選びなさい。

1　集団的責任の保持

2　権利擁護の促進

3　多様性の尊重

4　資質向上

5　倫理綱領の遵守

問題 92　ソーシャルワークの発展に寄与した代表的な研究者とその理論に関する次

の記述のうち，最も適切なものを 1 つ選びなさい。

1　ホリス（Hollis, F.）は，「状況の中の人」という視点で，心理社会的アプローチを

提唱した。

2　トール（Towle, C.）は，「ケースワークは死んだ」という論文を発表し，社会問題

へ目を向けることを提唱した。

3　パールマン（Perlman, H.）は，社会的要因が心理的要因に従属させられていると

指摘し，両者の再統合を提唱した。

4　ロビンソン（Robinson, V.）は，内的な特徴と外的な特徴を統合させて人間を理

解することを提唱した。

5　ハミルトン（Hamilton, G.）は，社会科学とのつながりを意識して，「リッチモン

ドに帰れ」と原点回帰を提唱した。
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問題 93　「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」

（2018 年（平成 30 年）（厚生労働省））と「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定

支援ガイドライン」（2017 年（平成 29 年）（厚生労働省））における意思決定支援に関

する次の記述のうち，最も適切なものを 1 つ選びなさい。

1　認知症の人の意思決定支援では，家族は本人と利害が対立することがあることか

ら，意思決定支援チームの一員に入らないこととされている。

2　認知症の人の意思決定支援では，本人が実際の経験をすると本人の意思が変わる

ことがあるので，体験利用などの提案は控えた方がよいとされている。

3　障害者の意思決定支援では，それに必要な情報の説明は本人が理解できるように

工夫して行い，自己決定の尊重に基づくことが基本的原則である。

4　障害者の意思決定支援では，職員等の価値観においては不合理でも，また他者の

権利を侵害する場合でも，その選択を実現する支援を行うことが基本的原則である。

5　障害者の意思決定支援では，本人の自己決定や意思確認の前に，本人をよく知る

関係者が集まり，本人の意思を推定する支援を行うことが基本的原則である。

問題 94　ソーシャルワークの専門職化に関する次の記述のうち，最も適切なものを

1 つ選びなさい。

1　ミラーソン（Millerson, G.）は，職業発展の過程から，ソーシャルワーク専門職

が成立するプロセスを提示した。

2　グリーンウッド（Greenwood, E.）は，既に確立している専門職と，ソーシャル

ワーカーを比較することによって，準専門職の概念を提示した。

3　カー-ソンダース（Carr-Saunders, A.）は，専門職が成立する属性を挙げ，その

中でテストによる能力証明の必要性を主張した。

4　エツィオーニ（Etzioni, A.）は，専門職が成立する属性を挙げ，その中で専門職

的権威の必要性を主張した。

5　フレックスナー（Flexner, A.）は，専門職が成立する属性を挙げ，ソーシャル

ワークがいまだ専門職とはいえないことを主張した。
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問題 95　事例を読んで，Ｙ病院のＣ医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）が行う介

入レベルごとのソーシャルワーク実践として，最も適切なものを 1 つ選びなさい。

〔事　例〕

Ｑ政令指定都市の拠点病院であるＹ病院には，患者サポートセンターがあり，そ

こには複数の社会福祉士が配置されている。患者サポートセンターでは，ここ数年，

身寄りのない患者の退院支援に取り組んできたが，その数は増加傾向にある。そこ

でＣ医療ソーシャルワーカーは，増加傾向にあるこうした患者に対する総合的かつ

包括的な援助活動や，支援体制の構築に向けた活動を行うこととした。

1　ミクロレベルの介入として，民生委員児童委員協議会に，身寄りのない患者が増

加している問題を訴える。

2　ミクロレベルの介入として，Ｑ市と福祉事務所との総合的な連携の在り方につい

て協議する。

3　メゾレベルの介入として，身寄りのない患者との詳細なアセスメント面接を行う。

4　メゾレベルの介入として，病院内に対策検討委員会を設置することを提案する。

5　メゾレベルの介入として，退院の際，個別に日常生活自立支援事業の活用を提案

する。

問題 96　社会福祉士が参加する多職種等によって形成されるチーム（以下「多職種

チーム」という。）に関する次の記述のうち，

1　多職種チームを構成する他の専門職の文化や価値を理解する。

2　多職種チームのメンバーには，利用者を含めてはならない。

3　多職種チームでは，メンバーが同一の施設や機関に所属している必要がある。

4　多職種チームを機能させるために，社会福祉士がリーダーとなりヒエラルヒーを

構成する。

5　多職種チームでは，チームの方針・目標の設定よりも，社会福祉士としての独自

の方針や目標設定を優先する。

                                                                                                           最も適切なものを 1 つ選びなさい。
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問題 97　事例を読んで，生活困窮者を対象とした自立相談支援機関で相談に当たっ

ているＤ相談支援員（社会福祉士）のこの段階における対応として，適切なものを 2

つ選びなさい。

〔事　例〕

Ｅさん（45 歳，女性）から相談窓口に，「毎日不安でたまらない。どうしたらよい

か」という電話があり，その結果，来所面接となった。Ｅさんは独身で，兄弟はお

らず，両親を 15 年前に相次いで亡くしている。高校卒業後，様々なパートタイム

の勤務をしたが長続きはせず，現在は失業中である。軽度のうつ病のため通院して

おり，主治医からは時間をかけて治療していきましょうと言われている。両親の没

後，古い家を相続して住んではいるが，一時，収入があると，物を購入することが

やめられず，家中が物で溢
あふ

れている。既に，手持ちの資金が底をついており，就労

を考えたこともあるが，勤務先でのつらい体験が思い浮かび，何事をするにも自信

が持てない。また，友人など周囲に相談できる人はほとんどおらず，孤立感を感じ

ている。

1　生活困窮者一時生活支援事業の利用を勧める。

2　生活福祉資金貸付制度の利用を勧める。

3　債務処理に詳しい司法の専門家と連携を取る。

4　Ｅさんの症状を把握するため，Ｅさんの了解を得て，通院先の病院と連携を取る。

5　地域での孤立感を軽減するため積極的にボランティア活動へ参加することを提案

する。


